
６５５０シングルアンプ ＡＲＩＴＯ＠伊吹南麓　

残留雑音

１０～３００ｋＨｚ ＩＥＣ－Ａ
Ｌｃｈ ５０７．４μＶ １０３．３μＶ
Ｒｃｈ ５４７．２μＶ １１６．２μＶ

ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾌｧｸﾀｰ （注入法、１ｋＨｚ、１Ｖｒｍｓ）
Ｌｃｈ １６．７４ （無帰還時 １．８５）

Ｒｃｈ １６．１０ （無帰還時１．７７）

２０２４．１１．０７

前川有人（滋賀県米原市）

本機は、多極出力管を使ったアンプながら低い出力
インピーダンスとなるよう設計し、ダンピングの良い音
を狙いました。 ポイントは、スクリーングリッド電圧を
下げてバイアスを浅くし、カソード帰還の効きを最大
限にすることです。また、スクリーングリッド電圧をカ
ソードに対して定電圧化することで、音の輪郭が際
立ってシャープな音質が得られる効果があります。
本機ではスクリーングリッド電圧を１２０Ｖに設定し
ており、６５５０を起用した場合にはバイアス電圧は約
－７Ｖとなり、約７ｄＢのカソード帰還が掛かります。そ
のおかげで、オーバーオールＮＦＢ無しでのダンピン
グファクターは約１．８と、三極管並みとなりました。

二次側巻線を利用してカソード帰
還＋オーバーオールＮＦＢを掛けて
いますので、出力端子のプラス側が
接地されるという変則的な構成にな
りますが、ダンピングファクターが約
１６と、狙い通りの結果を出すことが
できました。
また、バイアス自動調整回路を用
いて、無調整でいろいろな出力管の
音を楽しめるようにしています。手持
ちのＫＴ１２０，ＫＴ８８、ＥＬ３４、６ＧＢ
８、８４１７を差し替えて検証し、バイ
アスの浅い８４１７からバイアスの深
いＫＴ１２０まで破綻無く動作するこ
とを確認しています。

アンプ部回路図
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